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ヴェルディ戦】　必死でくらいつくみんなはすごくかっこよかった。ただ残念だったのは、ほとんど自分達のサッカーが出来なかったこと。

（土） 晴 和田公園 【大会名】

状況だった。ゲンゲンの活躍で3-0にし、1位突破だった。1位突破が良かったのかどうかは……？

17多摩戦】　試合はスクデットペースだったけど、点が取れずにPK戦になってしまった。キーパーユニフォームの問題でなんとなく
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得点者（得点数） 戸塚源基1　荒井友斗1（FK）

3

はなぶさ戦】　試合はずっとスクデットペースだったけど、先に点をとられてくるしい戦いになった。後半になってｹﾞﾝｹﾞﾝの得点がきっかけ

平尾戦】　いろんな可能性が残った予選最終戦。勝てば確実に予選突破。その中で得点次第では1位なのか2位なのかのビミョーな

でユウトのすばらしいフリーキック、トラの技ありのシュートで逆転に成功したのは、今年のチームはねばり強さを持ってると思ったよ。

残念ながら終了直前に同点にされてしまったけど、すばらしい戦いぶりだった。

（前半）
　　スクデット

トヨニ戦】　この試合もずっとスクデットペースだった。特に右サイドからのゲンゲンは何度もチャンスを作ってセンターリングを上げてたけ

ど、ちょっとのズレで得点が出来なかった。それでも勝ち点は取れてまだまだ先につながる可能性が残せたのはよかった。

4月19日

はなぶさ
（後半） 23

　　　　　　　　　　　　鈴木虎之助1

早田コーチからの総評

得点
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得点者（得点数） 千葉涼太1
得点

ノーマークになっていたコウタが2得点。チームにとって勝利を決定付ける得点でうれしかったけど、コウタも自信を持てたかな。

嫌なムードだったけど、リュウセイのセービングにはいつか止めてくれる！という可能性を感じた。そして見事に最後の一人をセーブ！

すばらしい活躍とソウタの2回決めも楽しかった。PKに弱い（特に狛江大会）スクデットを卒業か？

永山戦】　これまで不発だったトモキに待望のゴールが生まれた。それはスクデットらしい流れるような展開からの得点だった。

トモキのシュート自体もすばらしく、角度のないところから逆サイドのサイドネットへ見事に決めていた。そして後半の終わり頃に
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強くないかもしれない。ビビらないでいつでも自分達のサッカーが出来るようになろう。

とナイスシュートで前半のうちに同点に追いつけたことはよかった。後半、ベンチやお父さん達からの強い応援に見事にこたえ、トモキが

トモキがそれを見て打ったのかはわからないけど、見事に逆サイドのサイドネットにつきささった。延長前半の得点だったから、終了の

いう強い気持ちとボールへの執念を持って欲しい。　トモキのゴールで勝利を確信したわけではなく、相手がなんとしても勝つ！という

ヴェルディ戦での戦いから、体力もかなり落ちてきてはずだけど、みんながんばった。その頑張りに、予選を通して調子の上がらなかった

トモキがまた応えた。右サイドの角度がないところからのシュート。ベンチから見ててもキーパーのポジショニングは少し前目に見えた。

パスを何度も出していたし、得点でも貢献したね。カズキのディフェンスラインでの頑張りは感動だった。危ないところにカズキあり！

だった。トモキもゲンゲンも結果は出してるけど、ていねいなプレイやボールに対する必死さをもっと見せて欲しい。

去年のチームは最初から完成度の高いチームだった。今年は成長のスピードが異常に速いチームのようだね。中央大会でまたさらに

成長してくれるんじゃないかと思うと楽しみでしょうがないです。3位おめでとう！

ダッシュで会場を後にした。　

トシヤは普段はやさしい感じのプレイぶりだけど、この大会では何度もインターセプトしてたし、そのボールをダイレクトでしかり味方に

つないでいた。「まわりが良く見えてるなぁ」ってほんとに感心したよ。ソウタのセンスにも驚いた。しなやかでていねいなプレイは

頑張りを見せていて、チームで一番汗をかいて頑張ってたね。リョウタとユウトはやっぱりすばらしくて、タイミングやコースがすばらしい

【3位】・【中央大会】、すごいね。まさかだね。でも、結果を残したことよりも、この大会でみんながすごく成長したことがすごく嬉しい。

タダユキはポジショニングを覚えてきて、攻撃参加もタイミングをみていくようになった。

輝いていた。トモセもねばり強く戦っていた。ポジショニングや一瞬の判断をこれから成長させたいね。ヒロトは前半で1試合分の

ホイッスルまでがすごく長かった。試合が終了してみんなでゆっくり勝利を味わいたかったけど、ジュニアユースの試合があったので

気持ちを見せ始め、押し込まれていった。ちょっとしたクリアﾐｽを中に折り返され見事なミドルシュートを決められた。　延長戦へ………。

が多かった。これだとすぐ相手に拾われて、またディフェンスすることになってしまう。強い相手も攻撃は強いけどディフェンスはそんなに

南山戦】　勝てば中央大会。緊張いっぱいの3位決定戦だった。開始早々に混戦から逆サイドにシュートされ失点。弱いシュートだった

けど、リュウセイがセービングしにくいタイミングのシュートだった。でもボールをしっかり持ってるのはスクデットだった。リョウタの個人技

逆転ゴールを決めた。自分のところにピタリと来るときにしか頑張りを見せないトモキには「どんなボールでも自分のものにするんだ！」と

取ったボールを近くの味方につなげるんじゃなくて、「ボールがなるべくゴールから遠いところにあったほうがいい」というようなクリア


